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北広島市東の里遊水地利活用検討報告書 

 

 

 

  

本懇話会は、東の里遊水地造成後の利活用について、平成 23 年に策定された利活用の

基本的な考え方を示した「東の里地区遊水地利活用計画」を基に市役所内部の検討委員会

において一定の考え方を取りまとめた内容と併せて懇話会が望ましいと考える遊水地利活用

についての意見交換を行う場として設置され、公募の市民や各種団体の代表者委員 10 名に

より、平成 29 年８月から 10 月までの３回にわたり開催しました。 

意見交換にあたっては、遊水地の治水機能に支障を及ぼさないことが前提であり、施設整

備や維持管理に負担をかけず、市民の交流増進に繋がる夢のある内容についての議論を行

いました。 

利活用施設については、一度にすべてを整備するのではなく、必要最低限の整備を行い、

供用後の浸水状況を把握しながら将来の状況変化にも対応できる臨機応変な計画の見直し

が必要と考えます。 

 

 

 

遊水地の治水機能や立地条件を踏まえつつ、利活用施設の基本的な整備の方針を次の

とおり考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 報告にあたって 

２ 基本的な施設整備の方針 

東の里

遊水地 

利活用 

遊水地の 

治水機能優先 

交流の増進 

安全対策 

周辺施設 

との連携 

経費の縮減 

計画の 

見直し 
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（１）遊水地の治水機能優先   

＜懇話会の考え方＞ 

遊水地は治水対策施設であることから、治水機能に支障がなく、河川環境に影響を及ぼ

さない範囲での整備が必要です。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・遊水地の機能に支障を及ぼさないことが必要。 

・遊水地に植物を植え、魚を放すことなどは、溢れ出たときに下流域の環境への影響な

ど考慮しなければならない。 

 

（２）交流の増進   

＜懇話会の考え方＞ 

市民の交流増進が図られるよう四季を通した夢のある施設整備やイベント開催が望まし

い。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・交流人口の増加につながる夢のある大きな提案が良い。 

・遊水地を観光の位置付けとするのが良い。 

・四季を通した活用が必要。 

 

（３）安全対策   

＜懇話会の考え方＞ 

安全に遊水地に行くことができるアクセスの整備や安心して利活用できる配慮が必要で

す。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・安全管理に十分な配慮が必要。 

・遊水地まで気軽に自転車で行けない。 

・広島幹線１号や南９号線は交通量が多いので安全確保が重要。 

・遊水地まで安全に行けるアクセスの整備が一番大事。 

・広島幹線１号沿いの排水路の転落防止対策が必要。 

・牧草地で採草する際は、イベントとの兼ね合いなど危険を伴わない配慮が必要。 

 

（４）周辺施設との連携   

＜懇話会の考え方＞ 

国道 274 号沿道にある防災センターと遊水地の連携を図り利活用することが望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・防災センターを活用するのが良い。 

・防災意識を高めるために、遊水地の有無を比較した水害のジオラマを防災センターに

展示するのが良い。 

・防災センター２階テラスからの眺望を活かした利活用が良い。 

・災害や防災を学び、少し遊べる場所もあると良い。 

・防災センターのトイレは使用できるが、新たな建築物や遊具設置は無理。 

・観光開発として防災センターを活用するのが望ましい。 
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（５）経費の縮減   

＜懇話会の考え方＞ 

施設整備や維持管理が負担とならない利活用が望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・市が利活用する区域は、市で管理しなければならない。 

・大きいものを作ったり、維持管理に膨大なお金を掛けられない。 

・子孫に負担を残すわけにはいかない。 

・シルバー人材センターなどを活用し、管理費縮減を図るのが良い。 

・一番関心を引くものから整備するのが良い。 

・優先順位を考え最低限の設備から順次整備するのが良い。 

・利用者によるボランティアを募るのが良い。 

・管理費も考えた予算付けが必要。 

・遊水地の中に入る取付道路や管理棟、トイレは先に作った方が良い。 

・牧草地を通らなければ広場を整備できないのであれば撒いた種が無駄になるので、出

入口を分けるか、後で牧草地を整備するのが良い。 

 

（６）計画の見直し   

＜懇話会の考え方＞ 

必要最低限の利活用施設から整備を行い、供用後の浸水状況や社会状況の変化にも

対応できる臨機応変な計画の見直しが必要と考えます。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・状況を見ながら臨機応変に計画を変更することが必要。 

・優先順位を考え最低限の施設を整備してから３年くらい浸水状況を確認・反省・検討し

て計画を見直すのが良い。 

・10 年後には世の中も変わり、国の考え方も変わる。 

・完成後に利用する年代のことを考えた計画とする必要がある。 

・出た意見を若者に聞くと、また良い意見がでてくる。 

・地元の意見も聞かなければならない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 



資料６ 北広島市遊水地利活用検討懇話会 報告書 

4 

274

防災センター

274

下水処理センター

東の里遊水地

自然観察ゾーン
多目的利用ゾーン

周辺施設利用ゾーン

堤防利用ゾーン

利活用方針イメージ図

 

  

 遊水地を「自然観察ゾーン」、「多目的利用ゾーン」、「堤防利用ゾーン」、「周辺施設利用ゾ

ーン」の４つのゾーンに分けて整備方針を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自然観察ゾーン    

 Ａ）自然観察としての活用 

＜懇話会の考え方＞ 

良好な自然景観の形成を図りつつ、遊水地に水が入るのであれば河川環境に影響を

及ぼさない範囲で、千歳川流域に生息する動植物の自然観察の場とすることが望ま

しい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・ヤナギの繁茂による景観悪化の防止対策が必要。 

・北海道の湿地性植物を繁茂させた自然観察の場としての活用が望ましい（ミズバショウ、

ヤチブキ、コウホネ、バイカモ）。 

・千歳川流域の水性動物とのふれあいの場としての活用が望ましい（エビ、魚、ホタル）。 

・学校の授業での活用の可能性がある。 

・自然観察ゾーンとして活用するのが一番良い。 

・遊水地に植物を植え、魚を放すことなどは、溢れ出たときに下流域の環境への影響な

ど考慮しなければならない。 

 

 

３ 各ゾーンの整備方針 
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（２）多目的利用ゾーン   

Ａ）イベント広場としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

   色々なイベント開催に期待が持てるので、広い広場とすることが望ましい。 

 

   ＜懇話会での意見＞ 

・皆が喜ぶ花火大会、音楽イベントとしての活用の可能性がある。 

・学校の授業での活用の可能性がある。 

・マラソンや駅伝大会は、沢山の人が見ることができて良い。 

・防災施設である遊水地での防災キャンプ（災害の炊き出し）は、市民の関心度を高める

ことができる。 

 

Ｂ）駐車場としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

大きなイベントにも対応できる広い駐車場を確保することが望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・大きなイベントなどで人が集まれる広い駐車場が確保できる。 

 

Ｃ）運動広場としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

運動広場は、授業やクラブ活動など活用の場とすることが望ましい。 

 

   ＜懇話会での意見＞  

・学校の授業での活用の可能性がある。 

 

Ｄ）遊具等の設置による活用   

＜懇話会の考え方＞ 

遊具は他の施設との連携が図れるので設置するのが良く、沢山は必要ないが耐久性

のあるものが望ましい。 

 

   ＜懇話会での意見＞  

・遊具は、水に浸かるかもしれないので丈夫なものが良い。 

・遊具は、沢山はいらない。 

・遊具など作るのは無理。 

・少し遊べるところもあると他の施設との連携が図れるので良い。 

 

  Ｅ）ドローン飛行場やスノーモービルコースとしての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

遊水地における騒音を伴うドローンやスノーモービルなどの利用については、他の

利活用を考慮したルール決めが必要です。 

   ＜懇話会での意見＞  

・ドローンやスノーモービルの利用は、自然観察の場とするには好まれないので、方向性

を決める必要がある。 

・ラジコンを利用する企業が進出してきたので、遊水地を活用できるのではないか。 
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Ｆ）牧草畑としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

採草地は、農地景観の復元が図れるので望ましく、大型作業機械が走行する際の安全

確保や採草地での作業性を考慮する必要がある。 

 

   ＜懇話会での意見＞  

   ・水が引いて直ぐ機械が入れるのか心配。 

・採草地に水が流れてこない方策が必要。 

・採草地を配置することは、ある程度考慮しなければならない。 

・大きいトラクターが走行するので交通事故が起きないことが重要。 

・面積は広い方が良いが、酪農家は他にも採草地を持っているので問題ない。 

・取付道路が近くにあると良い。 

・利用者と協議しながら整備する必要がある。 

・牧草地で採草する際は、イベントとの兼ね合いなど危険を伴わない配慮が必要。 

 

Ｇ）花畑としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

管理は大変だがボランティアの活用により、集客効果が期待できる花畑の整備は望

ましい。 

 

   ＜懇話会での意見＞  

・花は人を呼ぶ力がある。 

・コスモスは手間を掛けずに増やせる。 

・花や木も管理が大変。 

・利用者によるボランティアの活用が良い。 

・四季を通した活用が必要。 

 

Ｈ）雪堆積場としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

現在の雪堆積場周辺の環境を考えると遊水地を活用することは望ましいが、遊水地

の治水機能に支障を及ぼしてはいけない。 

 

＜懇話会での意見＞  

・雪を堆積する場合は、遊水地の治水機能に支障のないようにすべき。 

・現在の雪堆積場は、ボールパークが決まれば使えなくなるし、高校や総合体育館、幼

稚園の前を大型車が往来して危ないので、遊水地に移すのは良い。 

・膨大な量を入れることは出来ないので、メインの雪堆積場とするのは懸念がある。 

 

Ｉ）樹木の植栽による活用   

＜懇話会の考え方＞ 

樹木の植栽は、集客効果が期待できるので望ましく、広葉樹を基本として寒冷地に

強く、管理が容易なチシマザクラの並木とするのが良い。また、風除けを兼ねた実

のなる樹木を間に植え、場所によっては目印となる樹種とするのが良い。長期にわ

たり植樹祭を行うことは、夢のある事業になるので望ましい。 
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   ＜懇話会での意見＞  

・寒冷地に強く管理が容易なチシマザクラの大規模な桜並木が良い。 

・風除けを兼ねた実のなる樹木も植栽するのが良い。 

・市民や子供たちの植樹際は夢がある。 

・チシマザクラの植栽は、上段の採草地の手前に並木として広い範囲にあると花見もで

きて役立つ。 

・花や木も管理が大変。 

・チシマザクラは、下草刈りだけで、管理がいらない。 

・四季を通した活用が必要。 

・基本的には広葉樹を植え、モミジの間にクリやドングリを植栽するのが良い。 

・集合場所の目印となる樹種を植栽するのが良い。 

・遊水地の外側にも植栽があると遊水地の親しみにも繋がり、市役所からも位置がわか

りやすい。 

 

Ｊ）その他の施設による活用   

＜懇話会の考え方＞ 

市民の交流増進が図られるような夢のある施設整備が望ましい。 

 

   ＜懇話会での意見＞  

・遊水地に北方領土の大きな模型の展示による集客するのが良い。 

・バーベキューコーナーがあると良い。 

 

（３）堤防利用ゾーン    

Ａ）管理棟としての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

利活用するには管理棟やトイレは最低限必要で、降雨の際など避難できる広さの休

憩室があるのが望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・雨や雷の際に東屋ではない避難できる小屋（学校１クラスくらいの広さ）があると良い。 

・遊水地の中は水没するので、管理棟は堤防上に腹付盛土をして設置するのが良い。 

・水道や大きなトイレを常設するのが良い。 

・最低限の施設として管理棟とトイレは必要。 

 

Ｂ）ウォッチングタワーとしての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

遊水地内の自然観察や景観の眺望ができるウォッチングタワーを整備することが

望ましい。 

    

＜懇話会での意見＞ 

・ウォッチングタワーによる遊水地内の自然観察や景観の眺望は、癒しの場となる。 
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自然観察

雪堆積場

イベント・運動

広場

採草地

採草地

駐車場

遊具

管理棟

利活用配置イメージ図

越流堤

排水門

Ｃ）自転車やランニングコースとしての活用   

＜懇話会の考え方＞ 

自転車やマラソン、駅伝、冬季のクロスカントリーなど四季を通した利用ができる

堤防の活用は望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・堤防上を自転車で走るのは良い。 

・マラソン大会や駅伝は、沢山の人が見ることができるので良い。 

・冬季クロスカントリーの練習に活用するのが良い。 

 

（４）周辺施設利用ゾーン  

Ａ）防災センターの活用   

＜懇話会の考え方＞ 

国道 274 号の利点を活かし災害や防災の学習の場となる防災センターとの連携は、

遊水地利活用の増進に繋がり、市民の交流増進が図られるので望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・防災意識を高めるために、遊水地の有無を比較した水害のジオラマを防災センターに展

示するのが良い。 

・防災センター２階テラスからの眺望を活かした利活用が良い。 

・災害や防災を学び、少し遊べる場所もあると良い。 

・防災センターのトイレは使用できるが、新たな建築物や遊具設置は無理。 

・観光開発として防災センターを活用するのは望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33 



資料６ 北広島市遊水地利活用検討懇話会 報告書 

9 

 

 

 

＜懇話会の考え方＞ 

将来に負担を残さない利活用とするため、必要最低限の施設整備から進め、ボラン

ティアの活用など維持管理費の縮減を図るのが望ましい。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・市が利活用する区域は、市で管理しなければならない。 

・大きいものを作ったり、維持管理に膨大なお金を掛けられない。 

・子孫に負担を残すわけにはいかない。 

・シルバー人材センターなどを活用し、管理費縮減を図るのが良い。 

・一番関心を引くものから整備するのが良い。 

・最低限の設備から順次整備するのが良い。 

・利用者によるボランティアを募るのが良い。 

・管理費も考えた予算付けが必要。 

・遊水地の中に入る取付道路や管理棟、トイレは先に作った方が良い。 

・牧草地を通らなければ広場を整備できないのであれば撒いた種が無駄になるので、出

入口を分けるか、後で牧草地を整備するのが良い。 

 

 

 

＜懇話会の考え方＞ 

必要最低限の利活用施設の整備を行い、供用後の浸水状況や社会状況の変化にも対

応できる臨機応変な計画の見直しが必要と考えます。 

 

＜懇話会での意見＞ 

・状況を見ながら臨機応変に計画を変更することが必要 

・最低限の施設を整備してから３年くらい浸水状況を確認・反省・検討して計画を見直すの

が良い。 

・10 年後には世の中も変わり、国の考え方も変わる。 

・完成後に利用する年代のことを考えた計画とする必要がある。 

・出た意見を若者に聞くと、また良い意見がでてくる。 

・地元の意見も聞かなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 計画の推進 

４ 維持管理の考え方 
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